
㊟
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
は
２
種
類
あ
り
。

　

�

介
護
付
き
ホ
ー
ム
と
は
、
住
ま
い
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
す

る
施
設
（
介
護
保
険
指
定
が
有
り
、

い
わ
ゆ
る
特
定
施
設
）。

　

�

住
宅
型
ホ
ー
ム
と
は
、
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
外
部
事
業
所
を
利
用
す

る
施
設
。

80
種
類
も
の
特
養
の
加
算
は
整
理
す
る

方
向
へ

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
意
見
を
集
約

し
た
車
座
対
話
で
は
、
生
産
性
向
上
加

算
１
の
取
得
条
件
が
厳
し
す
ぎ
る
と
の

意
見
に
対
し
、
濵
本
課
長
は
、「
そ
う

い
っ
た
意
見
は
他
か
ら
も
多
数
聞
い
て

い
る
。
明
日（
8
月
28
日
）の
介
護
給
付

費
分
科
会
で
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も

議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
」
と

応
じ
た
。
ま
た
、
こ
の
加
算
制
度
に
関

連
し
て
今
、
分
科
会
で
論
点
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
の
が
各
種
加
算
の
多
さ
と

し
、分
科
会
委
員
の
共
通
認
識
と
説
明
。

さ
ら
に
、「
特
養
だ
け
で
も
80
種
類
程

度
の
加
算
が
あ
り
、
事
務
処
理
簡
素
化

の
観
点
か
ら
こ
れ
を
整
理
す
る
こ
と
が

今
回
の
分
科
会
に
お
け
る
各
種
サ
ー
ビ

ス
共
通
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
分

科
会
に
提
出
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
加

算
に
関
す
る
資
料
は
一
律
に
、
加
算
取

得
率
70
パ
ー
セ
ン
ト
は
緑
色
表
示
、
極

め
て
低
い
場
合
は
赤
色
表
示
に
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
」
と
説
明
。
こ
の
点
に

つ
い
て
老
健
局
を
挙
げ
て
議
論
を
進
め

て
い
る
姿
勢
を
う
か
が
わ
せ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
代
表
者
か
ら
要
介

護
１
、
２
の
者
が
入
居
で
き
な
い
こ
と

で
空
き
が
生
じ
て
い
る
と
の
意
見
に
対

し
て
は
、
特
例
入
所
の
利
用
拡
大
を
進

め
て
い
る
と
応
じ
、「
個
別
の
自
治
体

で
は
誤
解
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
一
つ
ず
つ
話
を
し
て
み
る
と
変
わ

る
こ
と
も
あ
る
」
と
説
明
す
る
な
ど
、

今
後
も
特
例
入
所
の
利
用
拡
大
に
つ
い

て
周
知
し
て
い
く
方
針
を
示
し
た
。

な
お
、
車
座
対
話
の
参
加
者
は
、
宮

城
県
の
ほ
か
東
北
各
県
の
み
な
ら
ず
埼

玉
県
、
新
潟
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県
か

ら
も
参
加
が
あ
っ
た
。

推
進
協
事
務
局
で
は
、
岐
阜
県
や
三

重
県
な
ど
で
の
今
後
の
開
催
も
話
題
に

上
っ
た
と
し
て
お
り
、
今
回
の
宮
城
方

式
を
他
県
で
の
車
座
対
話
に
も
活
か
し

て
い
き
た
い
考
え
を
示
し
て
い
る
。

● 厚労省人事異動 ＜２面＞
＜２面＞● 追跡  27年度介護報酬改定

● 第２回 介護保険委員会 ＜２面＞
＜ 3 面＞● 推進協20周年記念式典 最終のご案内

● ケア環境支援コーディネーター（CEC）研修 ＜ 3 面＞
＜４面＞● 入会施設の紹介

● 第２回 執行委員会 ＜２面＞
● 介護大学校から ＜２面＞
● 介護ニュース・ダイジェスト ＜４面＞
● 賛助会員の紹介 ＜４面＞

● ズバリ回答！人事・労務のお悩み ＜４面＞
＜４面＞● 事務局から

車座対話 in 東北

推進協20周年記念式典のお知らせ

申し込み▼
詳細はホームページより

suishinkyo.net

これまでの歩みを振り返り、
未来への一歩を皆さまとともに
進むため、式典と懇親会を開催。

新規会員にとっては、
仲間とつながる絶好の機会。

会員施設はぜひご参加ください。

参加者大
募集

推
進
協
宮
城
支
部
で
の
車
座
対
話
の

開
催
は
、
2
0
2
3
年
に
続
く
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
る
。
前
回
は
、
厚
労
省

か
ら
の
講
演
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
み

で
あ
っ
た
が
今
回
は
講
演
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
、
車
座
対
話
と
さ
ら
に
内
容
を

詰
め
込
み
（
阿
部
支
部
長
）、
中
身
の

濃
い
参
加
型
の
車
座
対
話
を
実
現
さ
せ

た
。
参
加
者
か
ら
は
他
施
設
の
職
員
と

意
見
交
換
が
で
き
た
た
め
、
満
足
度
の

高
い
研
修
だ
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ

た
。

冒
頭
の
講
演
で
濵

本
課
長
（
顔
写
真
）

は
ま
ず
、
昨
年
12
月

に
介
護
保
険
部
会
で

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
2
0
4
0
年
に

向
け
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
等
の
あ
り

方
検
討
会
」
報
告
に
関
す
る
介
護
保
険

制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
に
触

れ
、「
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、

地
域
軸
、
時
間
軸
と
い
う
考
え
方
が
示

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
の
確
保
が
今
後
の
課
題
に

な
る
だ
ろ
う
」
と
話
し
た
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
登
録
制
を
導
入
す

る
と
共
に
事
業
者
間
の
独
立
性
を
確
保

ま
た
、
本
年
の
特
別
国
会
で
社
会
福

祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成

立
し
た
こ
と
を
受
け
た
有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
制
度
改
正
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

「
現
在
、
２
万
５
千
棟
、
定
員
95
万
人

程
度
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
が
現
存
す

る
」
と
し
、
中
で
も
２
万
棟
、
63
万
人

の
定
員
を
擁
し
介
護
保
険
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
「
住
宅
型
」
に
つ
い

て
は
、「
現
在
、
囲
い
込
み
が
問
題
に

な
っ
て
お
り
、
こ
の
対
策
の
強
化
が
行

わ
れ
た
」
と
説
明
。
具
体
的
に
は
、
中

重
度
の
要
介
護
者
な
ど
、
特
に
入
居
者

保
護
の
必
要
性
が
高
い
方
を
入
居
対
象

と
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
住
宅
型
）

に
対
す
る
登
録
制
の
導
入
、
特
定
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
利
用
を
入
居
要

件
と
す
る
こ
と
の
禁
止
措
置
、
事
業
者

間
の
独
立
性
の
確
保
な
ど
が
対
策
の
柱

と
な
る
。
さ
ら
に
、
新
た
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
登
録
施
設
介
護
（
予
防
）

支
援
を
導
入
し
、
登
録
制
対
象
の
住
宅

型
ホ
ー
ム
の
入
居
者
に
対
し
、
ホ
ー
ム

と
対
等
の
立
場
で
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
や
、
地
域
生
活
相
談
（
地
域
活
動
等

の
参
加
へ
の
支
援
）
を
包
括
的
に
提
供

す
る
相
談
支
援
類
型
が
導
入
さ
れ
る
と

し
た
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
関
す
る
法
改
正

の
施
行
は
、
令
和
9
年
4
月
1
日
と
法

律
の
公
布
後
2
年
以
内
に
政
令
で
定
め

る
日
ま
た
は
法
律
の
公
布
後
3
年
以
内

に
政
令
で
定
め
る
日
と
２
段
階
施
行
と

な
っ
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
宮
城
支
部
（
支
部

長
阿
部
仁
美
社
会
福
祉
法
人
萩
の
里
理
事
長
）
は
8
月
27
日
、
厚
生
労
働
省
老

健
局
高
齢
者
支
援
課
濵
本
健
司
課
長
を
招
き
、
仙
台
で
車
座
対
話
i
n
東
北
を

開
催
し
た
。
濵
本
課
長
か
ら
は
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
規
制
強
化
へ
の
法
改
正
や

介
護
給
付
費
分
科
会
で
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
令
和
9
年
度
介
護
報
酬
改
定
な

ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
車
座
対
話
で
は
生
産
性
向
上
加
算
に
関
す
る
論
点

な
ど
も
説
明
が
あ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
参
加
者
同
士
の
、
車
座
対
話

で
は
各
グ
ル
ー
プ
代
表
者
と
濵
本
課
長
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
規
制
強
化
へ

登
録
制
と
共
に
新
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

登
録
施
設
介
護（
予
防
）支
援
を
導
入

多
す
ぎ
る
特
養
の
加
算
は
整
理
へ

前列左より安江紀子副会長、濵本健司課長、赤枝眞紀子会長、
後列左から阿部仁美宮城支部長、佐々木亀一郎理事

テーマ別グループワークの様子

車座対話での意見交換

R８年１０月16日（金）
11：30～14：30

日時

場所 第一ホテル東京 5階ラ・ローズ
（東京都港区新橋1丁目2番6号）

定員 150名様 ※事前申込制
会費 20,000円 （昼食付）
対象者 推進協役員、会員施設の

施設長他・同行者等
締切 9月25日（金）

個室ユニット型施設個室ユニット型施設

推進協推進協ニュースニュース
月号

2026年
（令和8年）
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介護報酬に賃スラ、物スラの導入を要望中‼
推進協は賃金上昇率、物価上昇率に連動（スライド）させて介護報酬を引き上げるよう求めています。

介
護
大
学
校
か
ら

介
護
大
学
校
で
は
、
第
7
期
分
校

の
指
定
認
定
を
受
け
る
た
め
神
奈
川

県
に
分
校
設
置
計
画
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
今
回
、
新
た
に
分
校
と
し
て

登
録
申
請
の
手
続
き
を
し
て
い
る
の

は
４
施
設
で
す（
神
奈
川
県
２
施
設
、

大
阪
府
１
施
設
、
福
岡
県
１
施
設
）。

正
式
に
認
可
と
な
れ
ば
、来
春
、分
校

数
は
現
在
の
54
か
ら
58
に
な
り
ま

す
。さ
ら
に
、大
阪
府
で
初
と
な
る
分

校
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
都
道
府
県
の
分
校
数
は
以
下
の

通
り
で
す
。

北
海
道
（
３
）・
秋
田
県
（
１
）・
埼

玉
県
（
４
）・
千
葉
県
（
５
）・
東
京
都

（
１
）・
神
奈
川
県
（
22
）・
静
岡
県

（
２
）・
愛
知
県
（
１
）・
岐
阜
県
（
３
）・

福
井
県（
１
）・
三
重
県（
１
）・
奈
良
県

（
２
）・
高
知
県
（
１
）・
福
岡
県
（
２
）・

佐
賀
県
（
３
）・
鹿
児
島
県
（
１
）・
沖

縄
県
（
１
）。
こ
こ
に
来
春
４
分
校
が
追

加
さ
れ
、
神
奈
川
県
（
24
）・
大
阪
府

（
１
）、
福
岡
県
（
３
）
に
変
更
と
な

り
ま
す
。

全
国
の
都
道
府
県
へ
の
分
校
設
置

を
目
指
し
、
今
後
も
分
校
募
集
活
動

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
分
校
間
の

連
携
強
化
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
新
た
に
開
講

す
る
分
校
や
、
講
師
資
格
は
有
し
て

い
る
も
の
の
実
際
の
授
業
運
営
に
不

安
を
抱
え
る
分
校
に
対
し
、
他
の
分

校
か
ら
講
師
を
派
遣
す
る
取
り
組
み

が
あ
り
ま
す
。
授
業
の
進
め
方
や
指

導
方
法
を
実
際
に
見
て
学
ん
だ
上
で

指
導
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
分
校
間
の
連
携
が
深
ま
る
と
と

も
に
、
双
方
向
（
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
）
な
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

講
師
が
自
施
設
で
実
践
し
て
い
る

取
り
組
み
や
実
体
験
に
基
づ
く
事
例

紹
介
は
、
受
講
者
や
見
学
し
て
い
る

分
校
の
講
師
の
心
に
深
く
響
い
て
い

ま
す
。受
講
者
か
ら
は
、「
自
施
設
の
介

護
実
践
の
参
考
に
な
る
」
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

学
び
合
い
、
教
え
合
う
分
校
間
の
連

携
を
大
切
に
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
厚
労
省
は
８
月
５
日
の
介
護
給

付
費
分
科
会
で
、
27
年
度
の
介
護

報
酬
改
定
に
向
け
た
介
護
関
係
団

体
と
の
「
意
見
交
換
会
」
を
実
施

す
る
方
針
を
示
し
、了
承
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
報
酬
改
定
作
業
の
一
環

と
し
て
行
っ
て
き
た
「
団
体
ヒ
ア

リ
ン
グ
」
を
発
展
的
に
見
直
す
と

し
て
い
る
。
各
団
体
は
訪
問
介
護

な
ど
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
特
養
や
有

料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
居
住
・
施
設

サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
「
テ
ー
マ
」

ご
と
に
分
か
れ
て
意
見
陳
述
を
行

い
、
議
論
に
参
加
す
る
。

　

報
酬
改
定
議
論
へ
の
参
加
を

巡
っ
て
は
今
年
６
月
に
開
か
れ
た

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員
連

盟
の
総
会
で
、
推
進
協
か
ら
同
分

科
会
や
介
護
保
険
部
会
な
ど
へ
の

委
員
参
画
を
要
請
。
厚
労
省
の
担

当
者
が
「
委
員
の
数
を
増
や
す
の

は
難
し
い
」
と
し
つ
つ
、
団
体
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
の
場
に
お
け
る

「
運
用
上
の
工
夫
」
を
検
討
す
る

考
え
を
示
し
た
経
緯
が
あ
る
。
９

月
中
旬
に
開
か
れ
る
意
見
交
換
会

に
は
推
進
協
も
参
加
す
る
。
た
だ

し
陳
述
時
間
が
数
分
と
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ど
れ
だ
け
実
の

あ
る
や
り
取
り
と
な
る
か
は
不
透

明
だ
。

　
続
く
８
月
28
日
の
同
分
科
会
で

は
介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
処
遇

改
善
、
介
護
現
場
の
生
産
性
向
上

な
ど
が
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
厚
労
省
は
保
険
料
負
担
の
抑

制
を
図
り
な
が
ら
介
護
職
員
等
処

遇
改
善
加
算
を
通
じ
た
賃
上
げ
対

応
と
い
う
姿
勢
を
崩
し
て
い

な
い
。
物
価
・
賃
金
上
昇
分

は
基
本
報
酬
で
各
年
度
段
階

的
に
手
当
て
し
、
他
職
種
と

の
格
差
解
消
に
加
算
を
充
て
る
と

い
う
推
進
協
の
原
則
論
と
は
依

然
、
距
離
が
あ
る
。
ま
た
生
産
性

向
上
に
関
し
て
厚
労
省
は
「
更
な

る
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
の
活

用
」
を
論
点
と
し
て
挙
げ
た
。
か

ね
て
推
進
協
は
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
自

体
が
職
員
一
人
一
人
に
よ
る
介
護

の
質
を
高
め
、
生
産
性
向
上
に
つ

な
が
る
と
訴
え
て
き
た
。「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
あ
り
き
で
は
な
く
、
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
を
す
る
時
に
ど
ん
な
情
報
が

必
要
で
、
そ
れ
は
ど
ん
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
使
え
ば
い
い
か
と
い
う
観
点
が

大
事
」（
８
月
10
日
、
介
護
保
険

委
員
会
で
の
意
見
）
と
い
っ
た
現

場
の
声
を
報
酬
改
定
の
議
論
の
中

で
ど
こ
ま
で
響
か
せ
ら
れ
る
の
か

が
大
き
な
課
題
だ
。

追
跡
追
跡

27
年
度
介
護
報
酬
改
定

推
進
協
が「
意
見
交
換
会
」参
加
へ

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
理
解
拡
大
に
全
力

　
推
進
協
は
８
月
10
日
、
今
年
度
第

２
回
の
介
護
保
険
委
員
会
（
藤
村
二

朗
委
員
長
）
を
開
き
、
来
年
度
の
介

護
報
酬
改
定
に
関
す
る
議
論
を
行
っ

て
い
る
厚
労
省
の
介
護
給
付
費
分
科

会
に
提
出
す
る
意
見
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。
同
分
科
会
は
改
定
作
業
の

一
環
と
し
て
過
去
に
行
っ
て
き
た
介

護
関
係
団
体
の
意
見
陳
述
（
団
体
ヒ

ア
リ
ン
グ
）
を
今
回
、
分
科
会
委
員

と
の
「
意
見
交
換
会
」
と
い
う
形
に

衣
替
え
す
る
。
推
進
協
も
９
月
中
旬

に
分
科
会
に
出
席
し
、
意
見
を
述
べ

る
予
定
だ
。

　
こ
の
日
の
介
護
保
険
委
で
は
事
務

局
か
ら
陳
述
内
容
の
案
が
示
さ
れ

た
。
案
は
①
賃
金
・
物
価
の
上
昇
を

前
提
と
し
た
報
酬
改
定
②
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
の
質
向
上
・
普
及
促
進
に
向
け

た
論
点
整
理
と
具
体
的
な
取
り
組
み

―
―
の
２
本
柱
か
ら
な
る
。
①
で
は

３
年
間
の
賃
金
・
物
価
上
昇
率
の
推

計
に
基
づ
い
て
各
年
度
の
基
本
報
酬

を
段
階
的
に
改
定
す
る
こ
と
と
併

せ
、
全
産
業
平
均
と
の
格
差
是
正
の

た
め
の
処
遇
改
善
加
算
の
引
き
上
げ

を
要
求
。
ま
た
居
住
費
の
基
準
費
用

額
を
食
費
（
今
年
度
の
臨
時
改
定
で

引
き
上
げ
）
と
同
様
に
改
定
す
る
よ

う
に
求
め
て
い
る
。
②
は
今
年
７
月

の
同
分
科
会
で
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
見
直
し
の
検
討
が

課
題
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
を

受
け
て
い
る
。
推
進
協
で
は
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
の
質
向
上
・
普
及
促
進
策
を

同
分
科
会
ま
た
は
、
専
門
委
員
会
を

設
置
し
て
議
論
す
る
よ
う
に
働
き
か

け
て
い
く
構
え
だ
。

　
示
さ
れ
た
案
に
対
し
て
出
席
し
た

委
員
か
ら
は
お
お
む
ね
賛
同
す
る
声

が
出
さ
れ
た
。
一
方
、
居
住
費
引
き

上
げ
の
論
点
に
関
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
型

施
設
の
負
担
限
度
額
が
従
来
型
よ
り

も
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
問
題
が
提

起
さ
れ
た
。
あ
る
委
員
は
「
応
能
負

担
と
言
い
つ
つ
、
同
じ
所
得
な
の
に

差
が
つ
く
の
は
お
か
し
い
。
す
で
に

退
所
者
も
出
て
い
る
」と
指
摘
し
た
。

こ
の
問
題
は
６
月
の
ユ
ニ
ッ
ト
議
連

総
会
に
託
し
た
緊
急
要
望
書
に
も
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
推
進
協
は

同
分
科
会
へ
の
意
見
と
し
て
改
め
て

項
目
に
盛
り
込
む
方
針
だ
。

厚
生
労
働
省
が
8
月
4
日
付
で
老

健
局
長
の
交
替
、
7
日
付
で
老
健
局

審
議
官
の
交
替
を
発
表
し
た
こ
と
を

受
け
、
推
進
協
の
赤
枝
会
長
ら
は
25

い
た
当
時
を
振
り
返
り
「
ユ
ニ
ッ
ト

型
施
設
の
普
及
が
関
係
者
に
よ
り
進

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て

い
る
」
と
懐
か
し
そ
う
に
語
っ
た
。

新
た
に
就
任
し
た
局
長
、
審
議
官

の
略
歴
は
次
の
と
お
り
。

老
健
局
長
　
熊
木
正
人

平
成
５・４ 

厚
生
省
入
省

令
和
６・７ �

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房

審
議
官（
総
合
政
策
担
当
）

　
　
６・10 

内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官

　
　
７・10 �

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房

審
議
官（
医
療
保
険
担
当
）

　
　
８・８ 

現
職

審
議
官
　
原
田
一
寿

平
成
８・４ 
大
蔵
省
入
省

令
和
５・７ �
国
税
庁
長
官
官
房
総
務

課
長

　
　
８・８ 

現
職

「
負
担
限
度
額
」格
差
も
論
点
へ

介
護
給
付
費
分
科
会
へ「
意
見
」

第
２
回
介
護

保
険
委
員
会

◇
第
３
号
議
案
　
外
国
人
介
護
人
財

確
保
等
に
関
す
る
検
討
組
織
に
つ
い
て

　
外
国
人
介
護
人
財
の
確
保
に
苦
労

し
て
い
る
会
員
施
設
に
向
け
、
定
期

的
に
情
報
を
や
り
取
り
す
る
「
外
国

人
財
確
保
等
情
報
交
換
会
」
を
開
催

す
る
。

　
こ
れ
ら
の
説
明
に
対
し
、
出
席
し

た
委
員
か
ら
は
研
修
大
会
の
開
催
地

の
案
や
、
外
国
人
財
確
保
に
向
け
て

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
国
を
絞
っ
て
検

討
す
べ
き
だ
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
た
。

　
ま
た
９
月
に
介
護
給
付
費
分
科
会

が
開
く
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
会

（
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
に
推
進
協
か

ら
は
稲
庭
千
弥
子
副
会
長
が
参
加

し
、
意
見
陳
述
を
行
う
こ
と
も
明
ら

か
に
さ
れ
た
。

ト
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
概
念
を

導
入
す
る
。「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
究
会
」
を
設
置
し
、
独

自
の
介
護
ソ
フ
ト
の
シ
ス
テ
ム
を
普

及
さ
せ
る
。

◇
第
２
号
議
案
　
全
国
研
修
大
会
の

再
開
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
19
年
10
月
の
神
奈
川
大
会

（
開
催
地
・
横
浜
市
）
を
最
後
に
中

止
さ
れ
た
全
国
研
修
大
会
を
来
年
度

を
め
ど
に
再
開
し
、
会
員
相
互
の
交

流
に
よ
る
活
動
活
性
化
、
人
財
育
成

の
機
会
と
す
る
。

　
推
進
協
は
８
月
21
日
、
今
年
度
第

２
回
の
執
行
委
員
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
開
き
、
９
月
11
日
の
第
２
回

理
事
会
に
提
出
す
る
議
題
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
理
事
会
で
は
今
年
４

月
以
降
の
事
業
報
告
が
行
わ
れ
る

が
、
同
じ
く
報
告
事
項
と
し
て
10
月

16
日
に
開
か
れ
る
「
推
進
協
20
周
年

記
念
式
典
」
の
式
次
第
と
同
式
典
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
が
周
知
さ

れ
る
予
定
だ
。

　
ま
た
理
事
会
に
諮
ら
れ
る
議
案
に

つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
が
行
わ
れ

た
。
主
な
議
案
の
内
容
は
以
下
の
通

り
。

◇
第
１
号
議
案
　
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の

推
進
策
に
つ
い
て

　
厚
労
省
に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研

修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
見
直
し
の
動
き

に
合
わ
せ
、推
進
協
と
し
て「
ユ
ニ
ッ

全
国
研
修
大
会
を
来
年
再
開
へ

９
月
理
事
会
の
議
案
な
ど
検
討

第
２
回　
　

執
行
委
員
会

厚
労
省
人
事
異
動

老
健
局
長
、
審
議
官
交
替

日
、
熊
木
正
人
老
健
局
長

を
訪
問
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

熊
木
局
長
は
平
成
12
年

に
、
老
健
局
に
在
籍
し
て

左から稲庭千弥子副会長、熊木正人老健局長、
赤枝眞紀子会長、広嶋稔之理事
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推進協20周年記念式典推進協20周年記念式典
～ ２０年のあゆみに感謝を込めて ～

昨年8月に設立20周年を迎えた推進協。その節目を祝う「推進協
20周年記念式典」の開催が、いよいよ来月に迫ってまいりました。

創設時の貴重な写真、歴代役員の歩み、そして推進協発展の軌跡。
あの時代を知る方には懐かしく、これからを担う世代には新たな発
見となる企画をご用意しています。

推進協が歩んだ20年。その歴史を築いてくださったすべての皆

様への感謝を込めて、20周年記念式典を開催いたします。「こんな
ことがあったな」 「この活動から今につながっているんだ」そんな
思いを共有しながら、次の10年、20年をともに考えるひとときに
したいと思います。

ぜひ多くの会員の皆様にご参加いただき、記念すべき20周年をと
もにお祝いしてください。皆様のご来場を心よりお待ちしております。

R８年１０月16日（金）11：30〜14：30日時

場所 第一ホテル東京 5階ラ・ローズ
（東京都港区新橋1丁目2番6号）

詳細はホームページより
suishinkyo.net

第3回総会　2008.10.14　
新横浜グレイスホテルにて

大阪支部会　2008.10.21
帝国ホテル大阪にて

2013.5.10　推進協ユニットケア研修開始。
初回は北海道。３０名が受講した

ケア環境支援コーディネーター（CEC）研修 優秀事例の紹介　Part2
グループホーム 所沢ほほえみ　斉藤 浩司さん埼玉県　社会福祉法人

安　心　会

Aさん（利用者様）の望む暮らし：
・�好きな本を選んで読書を楽しみたい。

PEAP（認知症高齢者への環境支援指針）評価
事前 事後 環境支援後にどのように変わったかを記す

１．見当識 × ○ たくさんの本を見て「楽しい」と言われた
２．機能的能力
３．刺激の質と調整 × ○ 本を選ぶ時間が増えた
４．安全と安心 × ○ 本棚が自席近くにあるので気軽に本が手に取れる
５．生活の継続性
６．自己選択 × ○ 読みたい本を選びやすくなった
７．プライバシー
８．ふれ合いの促進 × ○ 本をきっかけにして他者と関わりがもてるようになった
※〇：よく支援　　×：支援が不足　!?：良いとも悪いとも言えない
　空欄：関連しない

目標設定：
・�読みたい本を自分で選び、気兼ねなく読書を楽しむ事ができる。

・書籍を購入して書籍の数を増やした。
・家族にAさんの読んでいた本を持ってきてもらった。
・本棚の位置を自席の近くに移動。
・本を数冊ラックに入れて自席に置いた。

取り組み後

物理的環境支援

課題②
・�本を見るのが好きだが、本棚に本が少ない。歩行がやや不安定な

ため、本棚が自席から離れていて取りに行くのが面倒くさい。

場所：共同スペース

改善前

利用者の評価：
・�歩行が不安定なので、本棚が近くなった事で安心して本を選べている。
・�数冊の本をラックに入れて自席に置く事で、本を仲立ちにして周囲の

方と関わりが持てるようになった。

今後の課題
・�惰性ではなく、読書がしたい時に自分のペースで読書が楽しめるよう

に支援を継続する。

改善後

20年の感謝を、皆さまとともに。20年の感謝を、皆さまとともに。いよいよ開催！！

取り組みの評価

最終のご案内最終のご案内
９月25日（金）まで
申し込みできます
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介
護
ニ
ュ
ー
ス・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
７
月
26
日
〜

８
月
28
日

事
務
局
か
ら

実
り
の
秋
を
迎
え
て

９
月
を
迎
え
、
朝
夕
に
は
少
し
ず
つ

秋
の
気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
店
頭
に
は

み
ず
み
ず
し
い
梨
が
並
び
始
め
ま
す
。

梨
は
水
分
を
豊
富
に
含
み
、
暑
さ
で
疲

■
高
市
首
相
　「
給
付
と
負
担
」
の
見

直
し
に
意
欲
（
７
月
27
日
）

　
国
会
閉
会
を
受
け
た
記
者
会
見
で
社

会
保
障
の
あ
り
方
に
触
れ
、
現
役
世
代

の
保
険
料
率
の
引
き
下
げ
を
方
針
と
し

て
強
調
。「
給
付
と
負
担
」
の
改
革
に

向
け
、
年
度
内
に
改
革
の
具
体
化
と
工

程
の
明
確
化
を
図
る
と
明
言
し
た
。

■
介
護
の
離
職
率
が
全
産
業
平
均
よ
り

低
位
で
推
移
（
７
月
29
日
）

　
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
公
表
し

た
昨
年
度
の
介
護
労
働
実
態
調
査
に
よ

る
と
、
訪
問
介
護
員
と
介
護
職
員
を
合

わ
せ
た
２
職
種
の
離
職
率
は
前
年
度
と

同
じ
12
・
４
％
だ
っ
た
。
過
去
20
年
で

最
低
水
準
を
維
持
し
、
全
産
業
平
均
の

14
・
２
％
（
2
0
2
4
年
）
を
下
回
っ

た
。

■
住
宅
型
ホ
ー
ム
「
登
録
制
」
の
仕
組

み
作
り
に
着
手
（
７
月
29
日
）

　
介
護
保
険
法
な
ど
の
改
正
に
伴
っ
て

設
け
ら
れ
る
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
登
録
制
に
つ
い
て
、
厚
労
省
の
検
討

会
は
登
録
基
準
や
登
録
制
の
対
象
と
な

る
ホ
ー
ム
の
範
囲
な
ど
制
度
施
行
に
向

け
た
議
論
を
開
始
し
た
。
秋
ご
ろ
を
め

ど
に
介
護
保
険
部
会
に
報
告
す
る
。

■
厚
労
省
　
介
護
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
登
録
を
呼
び
か
け
（
７
月
29
日
）

ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム

の
介
護
情
報
基
盤
へ
の
統
合
に
伴
い
、

同
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
介
護
事

業
所
に
対
し
て
「
介
護
保
険
資
格
確
認

等
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
」
へ
の
登
録
を
周

知
し
た
。
同
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
は
27

年
１
月
を
予
定
し
て
い
る
。

■
推
進
協
　
研
修
見
直
し
会
議
を
開
催

（
７
月
31
日
）

　
第
５
回
目
の
開
催
。
27
年
度
以
降
の

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
の
充
実
に
向
け
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
を
図
る
方

針
を
説
明
。
推
進
協
と
し
て
「
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
概
念
を
導

入
す
る
と
し
た
。

■
厚
労
省
　
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
人
材

の
育
成
研
修
を
実
施
（
７
月
31
日
）

　
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
生

産
性
向
上
を
推
進
す
る
人
材
育
成
を
目

的
と
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
中
核
人
材
養
成

研
修
」
の
実
施
を
周
知
し
、
参
加
を
呼

び
か
け
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
と
自
職

場
で
の
実
践
課
題
を
組
み
合
わ
せ
た
授

業
が
３
日
間
行
わ
れ
る
。
日
程
は
９
月

か
ら
27
年
１
月
に
か
け
て
設
定
さ
れ
た

10
セ
ッ
ト
の
中
か
ら
選
べ
る
。

■
特
養
の
大
規
模
修
繕
に
関
し
て
政
令

市
が
厚
労
省
に
要
請
（
８
月
４
日
）

　
全
国
20
カ
所
の
政
令
指
定
都
市
で
作

る
指
定
都
市
市
長
会
は
、
老
朽
化
し
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
対
す
る

大
規
模
修
繕
の
補
助
要
件
の
緩
和
や
十

分
な
補
助
基
準
額
を
確
保
、
ま
た
建
て

替
え
を
対
象
と
す
る
新
た
な
補
助
制
度

の
創
設
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
要
請
書
を

厚
労
省
に
提
出
し
た
。

■
介
護
給
付
費
分
科
会
　
団
体
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
発
展
、
拡
充
へ
（
８
月
６
日
）

　
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
た
検
討
の
一

環
と
し
て
秋
に
行
わ
れ
る
団
体
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
今
回
か
ら
発
展
的
に
見
直
し
、

「
意
見
交
換
会
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と

を
決
め
た
。
各
団
体
は
サ
ー
ビ
ス
に
応

じ
た
テ
ー
マ
を
選
ん
で
意
見
陳
述
し
、

実
情
に
即
し
た
議
論
に
参
加
す
る
。

■
厚
労
省
　
報
酬
改
定
で
地
域
区
分
の

あ
り
方
を
論
点
化
（
８
月
６
日
）

　
介
護
報
酬
の
単
価
が
市
町
村
に
よ
っ

て
差
を
つ
け
て
設
定
さ
れ
て
い
る
地
域

区
分
に
つ
い
て
、
級
地
格
差
に
よ
る
人

材
確
保
な
ど
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
27

年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
ど
う
対
応
す

る
か
を
介
護
給
付
費
分
科
会
の
論
点
に

加
え
る
考
え
を
示
し
た
。

■
厚
労
省
　
熊
本
地
震
で
要
介
護
認
定

有
効
期
間
を
延
長
（
８
月
17
日
）

　
被
災
地
域
に
住
む
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
認
定
有

効
期
間
を
１
年
間
の
範
囲
内
で
延
長
で

き
る
特
例
措
置
を
周
知
し
た
。

■
厚
労
省
　
福
祉
避
難
所
の
介
護
施
設

の
室
料
は
国
庫
負
担
（
８
月
18
日
）

　
熊
本
地
震
の
発
生
に
伴
い
、
福
祉
避

難
所
と
し
て
開
設
さ
れ
た
介
護
施
設
に

身
を
寄
せ
た
避
難
者
の
室
料
、
食
費
な

ど
は
災
害
救
助
法
に
基
づ
き
国
庫
負
担

で
賄
わ
れ
る
こ
と
を
周
知
し
た
。

入
会
施
設
の
ご
紹
介

【
秋
田
県
】（
特
養
）
げ
ん
き

（
福
）
福
ふ
く

理
事
長　
佐
々
木
亀
一
郎

施
設
長　
村
山
潤

秋
田
県
男
鹿
市
脇
本
脇
本
字
中
野
26

番
地
７

【
会
員
施
設
数
】
３
７
４
施
設

�

（
令
和
８
年
８
月
31
日
現
在
）

●
株
式
会
社 

メ
ト
ス

東
京
都
中
央
区
築
地
６
-16
-１
築
地

賛
助
会
員
の
ご
紹
介

給
、
手
当
、
賞
与
、
法
定
福
利
費
、
派

遣
職
員
費
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。
時
間

で
は
、
残
業
、
休
日
労
働
、
夜
勤
回
数
、

応
援
勤
務
な
ど
を
見
ま
す
。

そ
し
て
重
要
な
の
が「
収
益
」で
す
。

入
所
稼
働
率
が
低
下
す
れ
ば
、
人
件
費

が
変
わ
ら
な
く
て
も
人
件
費
率
は
上
昇

し
ま
す
。
加
算
の
未
算
定
や
利
用
者
単

価
の
低
下
も
同
様
で
す
。
つ
ま
り
、「
人

件
費
率
が
上
が
っ
た
＝
人
件
費
が
増
え

た
」
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、欠
員
を
補
う
た
め
の
残
業
、

派
遣
職
員
、
紹
介
会
社
へ
の
手
数
料
な

ど
、
人
材
不
足
そ
の
も
の
が
経
営
コ
ス

ト
を
押
し
上
げ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

W
A
M
も
、
人
材
不
足
が
収
益
・
費
用

の
両
面
か
ら
施
設
経
営
に
影
響
す
る
と

整
理
し
て
い
ま
す
。

特
に
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
で
は
、
配
置

を
数
字
だ
け
で
削
減
す
る
と
、
ケ
ア
の

質
や
職
員
負
担
、
離
職
に
跳
ね
返
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
の
は
「
人
件
費
を
下
げ
る
こ

と
」
で
は
な
く
、
現
在
の
人
件
費
が
、

ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
生
じ
、
そ

の
人
員
配
置
が
収
益
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
質
に
見
合
っ
て
い
る
の
か
を
説
明
で

き
る
状
態
に
す
る
こ
と
で
す
。

人
件
費
は
削
減
対
象
と
し
て
見
る
前

に
、
経
営
構
造
を
映
す
指
標
と
し
て
分
析

す
る
。こ
の
順
番
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

ズ
バ
リ
回
答
！
人
事
・
労
務
の
お
悩
み

「
人
件
費
が
高
い
」は
本
当
？

特
養
経
営
に
必
要
な
人
件
費
の
要
因
分
析

推
進
協
監
事
・
特
定

社
会
保
険
労
務
士

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

　
栗
田
淳
二

【
今
月
の
相
談
内
容
】

　
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
最
近
、
人
件
費
が
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
気
に
な
り
ま
す
。
経
営
改
善

の
た
め
に
は
、
職
員
数
を
減
ら
す
こ
と

を
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

　
人
件
費
が
高
い
と
い
う
結
果
だ
け
で
、

職
員
数
を
減
ら
す
判
断
を
す
る
こ
と
は

お
勧
め
し
ま
せ
ん
。
ま
ず
必
要
な
の
は
、

「
な
ぜ
高
く
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う

要
因
分
析
で
す
。

人
件
費
を
見
る
際
に
よ
く
使
わ
れ
る

の
が「
人
件
費
率
」で
す
。
人
件
費
率
は

「
人
件
費
÷
サ
ー
ビ
ス
活
動
収
益
」で
算

出
し
ま
す
。
W
A
M
の
2
0
2
4
年
度

決
算
デ
ー
タ
で
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養

の
人
件
費
率
は
62
・
３
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
で
は
、
肌
感
覚
で
す
が
、

70
％
前
後
、
80
％
に
達
し
て
い
る
法
人

様
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
件
費
率
が
高
い
か
ら
と

いって
、
必
ず
し
も
職
員
が
多
い
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
人
件
費
率
は
分
子
で
あ
る

「
人
件
費
」と
、
分
母
で
あ
る「
収
益
」

の
双
方
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
は
施
設
の
人
件
費
を
分
析
す
る
と

き
、
ま
ず
「
人
数
」「
単
価
」「
時
間
」

「
収
益
」
に
分
け
て
考
え
ま
す
。
人
数

で
は
、
入
所
者
10
人
当
た
り
の
職
員
数

や
職
種
別
配
置
、
常
勤
・
非
常
勤
の
構

成
を
確
認
し
ま
す
。
単
価
で
は
、
基
本

■
推
進
協
　
実
地
研
修
施
設
連
絡
会
開

催
（
８
月
18
日
）

　
研
修
見
直
し
会
議
（
７
月
31
日
）
で

説
明
し
た
内
容
を
実
地
研
修
施
設
向
け

に
説
明
し
た
も
の
。
今
後
全
実
地
研
修

施
設
へ
の
周
知
を
一
層
図
る
方
針
。

■
労
組
が
介
護
現
場
の
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー

ク
実
態
な
ど
を
調
査
（
８
月
26
日
）

　
日
本
介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
（
Ｎ

Ｃ
Ｃ
Ｕ
）
は
今
年
度
の
「
就
業
意
識
実

態
調
査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
生
活
支
援
や
相

談
対
応
な
ど
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
（
制
度

範
囲
外
業
務
）
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
幅
広
い
職
種
で
ス
ト
レ

ス
や
メ
ン
タ
ル
面
の
不
調
が
高
い
水
準

に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

■
厚
労
省
　
介
護
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
移

行
へ
説
明
会
動
画
を
公
開（
８
月
26
日
）

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム

の
介
護
情
報
基
盤
へ
の
統
合
に
伴
い
、

27
年
１
月
に
予
定
さ
れ
る
介
護
ウ
ェ
ブ

サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
に
関
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
説
明
会
を
開
き
、
動
画
を
公
開
し

た
。
デ
ー
タ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
複
数
回

で
き
る
こ
と
や
複
数
端
末
が
使
え
る
な

ど
利
便
性
が
向
上
す
る
と
し
て
い
る
。

■
推
進
協
　
総
務
企
画
広
報
委
員
会
開

催
（
８
月
26
日
）

　
執
行
委
員
会
の
結
果
を
受
け
、
20
周

年
記
念
式
典
の
開
催
に
関
し
、
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
を
行
う
こ
と
や
全

国
研
修
大
会
の
再
開
を
検
討
す
る
こ
と

と
な
っ
た
旨
を
説
明
し
た
。

■
要
介
護
な
ど
認
定
者
が
７
２
１
万
人

で
過
去
最
高
更
新
（
８
月
27
日
）

　
厚
労
省
が
公
表
し
た
26
年
３
月
末
の

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
は
、
前
年
同

期
よ
り
13
万
人
多
い
７
２
１
万
人
で
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。
第
１
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
）
に
占
め
る
認
定
者
の

割
合
は
19
・
７
％
だ
っ
た
。

■
介
護
給
付
費
分
科
会
　
人
材
確
保
へ

処
遇
改
善
な
ど
議
論
（
８
月
28
日
）

　
厚
労
省
は
24
年
度
報
酬
改
定
の
議
論

を
行
う
介
護
給
付
費
分
科
会
を
開
き
、

介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
処
遇
改
善
、

介
護
現
場
の
生
産
性
向
上
、
災
害
時
に

お
け
る
業
務
継
続
の
取
り
組
み
、
介
護

現
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な

ど
を
テ
ー
マ
に
挙
げ
た
。

６
１
６
ビ
ル
２
階

代
表
取
締
役
社
長　
吉
永
昌
一
郎

【
賛
助
会
員
数
】
23
事
業
所

�

（
令
和
８
年
８
月
31
日
現
在
）

れ
た
体
を
癒
や
し
て
く
れ
る
秋
の
味
覚

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
収

穫
ま
で
に
長
い
期
間
を
か
け
て
育
て
ら

れ
、
丹
精
込
め
た
手
入
れ
に
よ
っ
て
甘

く
実
を
結
び
ま
す
。

「
実
り
の
秋
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
の
活
動
も
日
々
の
積
み
重
ね
が

大
切
で
す
。
事
務
局
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
事
業
や
活
動
が
よ
り
実
り
あ
る
も
の

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
有
意
義
な
機
会
を
提

供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

（
井
田
）

す
。
推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
の
送
付
先
変
更

な
ど
も
随
時
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。�

（
井
田
）
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